
先生、湿布クスリ ない？ 

 お金がなくて病院にいけないんや 

   今、小学校の保健室では、子どもが「先生、湿布クスリない？病院に行くお

金がないんや」という子どもが生まれています。「歯がぼろぼろの中学生に何

で、ここまで我慢していたのか」と聞くと、「おかんにお金をもらうことが言えな

かった」という子どもが増えているそうです。 

    「持ち合わせのお金がなくて、虫歯の治療ができないという悲しい事はなく

してほしい」と歯科医師は語っています。 

金沢･小松･能美市長、そし 

て羽咋・金沢市議会が石川

県に意見をあげる 

 金沢市長・小松市長・能美市長が、そして羽咋・金沢市

議会が全会派一致で、石川県に「子どもの医療費を窓口

無料化するよう」意見をあげました。しかし、石川県は、「窓

口無料化はできない」「金沢市などが窓口無料化するならば、県の責任部分

も負担しない」と答えました。 

◆社保協 「持ち合わせがなくても受診でき 

 るように」 

●県   「窓口無料化は不適切」 

 県社保協はこれまで石川県に「子どものいのちを守るためには、持ち合わせがなくても病気 

 になったら、我慢をしないで受診できるよう、窓口無料化してください。」と要望してきました。 

 しかし、石川県は「現物給付は適切ではない」と回答しています。 

◆この４年間で２２都道府県が対象年齢拡大 

◆窓口無料化は３５都府県で実施 
  08年10月より東京都が中学校卒業まで対象範囲を拡大しました。09年10月より、群

馬県も中学卒業まで、子どもの医療費無料化（窓口無料化、一部負担なし、所得制限

なし）を実施しました。この４年間に２２の都道府県が対象年齢を拡大しています。 

  さらに持ちあわせがなくても受診できる窓口無料化は、35都道府県が実施していま

す。 
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